
ラッパーの作成方法、及び適用方法
（ＯＣＸのラッパーを作成するにはVB6とVB.Net、及びＯＣＸがインストールされている環境が必要です。）

VBMigrationPartnerを用いてプロジェクトを変換する場合、
変換時にOCXが解決されない場合、下図のようなエラーが出力されます。
（この例ではInputManのNumberコントロールが解決していない状態です。）



これを正常な状態にするため、変換をかける前にOCXのラッパーを作成し、
そのラッパーに対する参照を設定する必要があります。

以下に、その手順を記します。

①VBMigrationPartnerのインストールフォルダに「AxWrapperGen.exe」が配置されていることを確認して下さい。
　　「AxWrapperGen.exe」はラッパーソリューションを作成するツールになります。
（デフォルトのインストール先であれば「C:\Program Files\Code Architects\Code Architects VB Migration Partner」に配置されます。）



②VB6のプロジェクトを開き対象のOCXファイルを特定します。
（メニューバー「表示」→「オブジェクトブラウザ」とメニューバー「プロジェクト」→「コンポーネント」を利用することで対象のファイルが特定できます。）



③コマンドラインツールを開き「AxWrapperGen.exe」を実行します。
　実行時に引数を４個指定します。

第一引数：対象ＯＣＸファイルパス（ファイル名を含む）
第二引数：ラッパーソリューション出力先（形式は「/out:出力先パス」）
第三引数：出力プロジェクトの名前（形式は「/project:プロジェクト名」）
第四引数：出力プロジェクトの.NETバージョン（形式は「/version:2005 または/version:2008」）

　コマンド例
AxWrapperGen "C:\Program Files\InputMan65\Controls\Number60.ocx" /out:c:\myapp /project:Number60 /version:2005
（このコマンドを実行すると「C:\myapp\Number60」というフォルダにソリューションが作成されます）

　実行例



④③を実行すると、作成されたラッパーのソリューションが立ち上がりますので、リリースモードでソリューションをビルドして下さい。
　※１：エラーが発生している場合はその箇所をコメントアウトすることで御対応ください。
　※２：出来上がったラッパーのクラス名が正しくない場合があります。その場合クラス名を変更してからビルドを行なってください。
　（クラス名の確認はVB6のオブジェクトブラウザ等で確認することが出来ます。）

imNumber6.imNumberとして作成され
ていますが、実際のクラス名は
imNumber6Ctl.imnumberであるため、 
ビルドの前に
imNumber6Ctl.imnumberに変更して
おく必要が有ります。 



　※３：ラッパークラスは.NETのAxHostを継承しているため、AxHostと重複するメンバーの名前がすべて【Ｃｔｌ＋<旧名前>】の様に変更されます。その場合、下記の様に修正して下さい。
（※2009/04/27　追加）

imNumber.TextはAxHost.Textと重複するた
め、AxWrapperGenでラッパーを作成する時
に、自動的にCtrTextとして作成されていま
す。VB6ソースを自動的に変換できるように
するためにはＴranslateMembers
に”Text=CtlText"を追加する必要がありま
す。複数を設定する場合、半角カンマで区き
りしてください。 



　※４：VB Migration Parterで変換後コントロールのサイズが変わっている場合、下記のようにVB6xxx_Support.vbソースを修正してください。

この2行をアンコメントすれば、OCXのWidthと
Heightプロパティの設定はocxStateの情報として
変換されますので変換後コントロールのサイズ
はVB6と一致することができます。 



⑤VBMigrationPartnerを開きVB6のプロジェクトを指定してください。



⑥メニューバー「Edit」→「Project pragmas file」を指定してください。
　（pragmas fileは変換ルールを記述するファイルになります。初回起動時はファイルが存在しない為、作成確認のメッセージが表示されます。）



⑦テキストエディタが起動しますので、下図のように記述し、保存してください。
　（この記述をすることで、ラッパーへの参照が通るようになります。）

※他のＯＣＸラッパーを作成した場合は、パスの部分を変更して追加してください。
　（'## AddLibraryPath C:\myapp\Number60\bin\Release, False, ""　←赤字部分）

複数のOCXを使用している場合のイメージ→



⑧VBMigration partner上でVB6のプロジェクトをリロードし変換を実行します。正しく設定が出来ていればＯＣＸのエラーは解消されます。


